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馬渕 憲峰さん

　京都で仏師の修行を始めてから40年。馬渕さん
は現在も仏像に向かい、魂のこもった仏像づくりに
励んでおられます。住職でもある馬渕さんに、仏像
づくりの技法や心の在り方について伺いました。

仏師の道を歩もうと思われたきっかけは何ですか。
　子どもの頃、通学路に建具屋さんがありましてね。その

作業をいつも見ていました。作業場から漂う木の香りが好

きで、いずれ木にかかわる仕事につきたいと子供心に思っ

ていました。16歳で得度をうけて僧侶の道に入ったことが

きっかけで、久遠寺というお寺で修行をしながら仏像を彫

るようになりました。

　あるとき、お寺にある御祖師様の像の御首を京都の大仏

師の松久朋琳師が奉納されたと聞き、いてもたってもおら

れず京都にある師の工房を訪ね、無謀にも「弟子にしてく

ださい」と頼み込み、内弟子にしていただきました。それ

から10年、けんめいに仏師の道を歩んできました。その間

に名だたるお寺の仏像づくりを手伝わせていただきました。

現在は独立し、深敬寺というお寺の住職を務めながら仏像

を彫っています。もう40年近くになるでしょうか。

仏像にはどんな種類がありますか。
　如来様、菩薩様、明王、天王、祖師の肖像、天部衆など

があり、時代によってそれぞれ特徴が異なっています。渡

来の百済観音から始まり、飛鳥、天平、白鳳、奈良、平安

と、その時代がかもし出す特徴には必然性があります。

制作過程や技法などを教えてください。
　仏像に使われる木の種類は、檜、樟、松、桂、それに香

木の白檀、沈香などです。２尺（１尺＝約30.3㎝）くらいま

での仏像は、一木で彫るのが通常です。２尺以上の仏像は

細割法という寄木の伝統技法を使います。この彫り方は鎌

倉時代の仏像からみられる技法です。まず原型を作り、そ

の際、倍率に合わせたかまぼこ板状の木に目盛りを書き入

れ、全体を膠で張り合わせ彫り進みます。彫り上がった後、

お湯の中に入れてぐらぐらと煮込むとばらばらになります。

膠はお湯に弱いのです。ばらばらになった一片を比例コン

パスで実際の木に写します。それを彫り込み大きな仏像を

つくっていくわけです。幾人もの仏師が一度に彫ることが

できるので短期間で出来上がります。東大寺の運慶、快慶

作の金剛力士像などは、80日間ほどで出来たそうです。私

も松久朋琳・宗琳師のもとで大きい仏像を彫らせていただ

きました。

仏像と向き合う心の在り方とはどのようなものなのでしょうか。
　日本の芸や技は「まねる」から始まります。仏像づくり

の世界でも、師匠や兄弟子の仕事を脇から盗み見て覚えて

いくのです。そうして技術を身に付け２・３年もすればそ

こそこの仏像が彫れます。でも本当はそれからで、魂の

「よりしろ」となる仏様をお迎えするとなるとこれが難儀

なのです。仏様は彫る前からあるべき姿で木の中におられ

ますから、仏様にお伺いしながら彫っていきますが、その

時、木くずとともに自分の中の我や欲を取り除いていくと、

やがて仏様が現れてこられるのです。これは、まだ観てい

ないものを観なければなりませんし、目指すものが遠くに

あるのか近くにあるのかもわかりません。これが自分の生

き方をも問われる修行です。仏様と向き合っていますと無

心の時間を過ごすことができます。魂のこもった仏様をお

迎えできればと願いつつ彫っています。

　「一人一佛」。これは松久朋琳先生が提唱された運動で

す。私もこの運動の一助になれればと思っています。

　仏様は良きも悪しきもすべてを包み込んでくださいます。

朋琳先生や宗琳先生も同じでしたよ。

ま ぶち けん ぽう

煎 茶 同 好 会 パーソナルカラー・ローズ
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　私たちは、茶道の一つである煎茶道の同好会です。 
　一昨年、生涯学習センターきらめきの煎茶講座を
修了した中の12人が、月に2回、同センターの和室に
集まっておけいこをしています。煎茶は私たちの日
常生活には欠かせないものです。その煎茶をよりお
いしくいただくために作法を身に付けようとおけい
こを重ねています。摩嶋先生には引き続きご指導を
お願いしています。
　会は、ほどよい緊張感の中で行いますが、堅苦し
くなく、服装も自由で、楽しい会話や笑い声も聞こ
え和やかな雰囲気です。お点前では、基本作法の手
順を教わりながら行い、おいしいお茶とお菓子をい
ただきます。春と秋には、京都で先生主催の茶会の
席にお招きいただいて、煎茶席のしつらえを見せて
いただいたり、客としての作法を実践させていただ
いています。
　最近は、私たちが慣れてきたこともあって、先生
の指導もきめ細かくなり、煎茶道の奥深さを感じ始
めています。しかし、背筋を伸ばすことが少なくな
っている昨今、短時間でも姿勢を正すことは、健康
にもよいことだと喜んでいます。
　「お茶の三味」といわれる香り、甘み、渋みのあ
るお茶を入れることができ、「おいしかったよ」と言
われるようになりたいものだと日々おけいこを重ね
ています。

　私たちは、生涯学習センターきらめき講座「パー
ソナルカラー」の修了生の中から希望者を中心に立
ち上げたグループで、現在12人で活動しています。
メンバーは30歳代から60歳代で全員女性です。自分
に似合う色のグループを具体的に知りたい。自分に
似合う色を使ってメイクの方法を基礎から教えても
らいたい。そんな強い思いのあるメンバーが集まっ
ています。
　サークルは毎週土曜日の午前中、きらめき講座の講
師でもあるカラーコンサルタントの乾先生にお願いし
て、生涯学習センターきらめきで活動しています。
　私たちは、服装の色はもちろん、ファンデーショ
ン、アイシャドウ、チーク、口紅の色というような
メイクカラーに至るまで自分に似合った色を教わり
ます。これまで自己流でメイクをしてきましたが、
ファンデーションや口紅などの色でガラリと印象が
変わることに驚かされました。また、自分に似合う
色のメイクをして、顔の近くに自分に合った色の布
をあてると、表情がパッと輝くのです。これまで身
につけなかった色でも意外と素敵なことがわかった
りします。そうすると、装い方がわかり衝動買いも
抑えられます。お財布にもやさしい節約術かもしれ
ません。
　毎回、新発見あり、笑いありで楽しく有意義なひ
とときを過ごしています。

不動明王お地蔵様


